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〔研究室紹介] 第 2 解剖学教室
世界大戦前の小地敬事，森田秀一，鈴木重武3教授時
代から，解剖学第 2講座の主な研究テーマは細臆原形賓
の微細構造であ予，教青分担は組織学であった。戦後 
1951年iこ現在の医学部本館の地下に電子顕微鏡がはじめ
て設置された。その後に千葉大学として辻 2号機が矢作
地区の解剖学第2講産に設嶺された。しかし当時は電子
顕微鏡吉身と謀本作製法のノウハウがわからず培中摸索
の時代で、あった。それにもかかわらず1955年以後，故森
田教授，黒{主教授(現群馬大学教授)らによって，電子
顕微鏡による業績が発表されている。 
1963年以後iこ米国 NI註から研究助成金が与えられ，
教室の研究機具がととのい，研究がようやく軌道にのっ
た。その憶に，森田教授の後任として群馬大学から野中
設部教授〈本学昭和18年卒〉が着任されたが，着任後，
員も浅いうちに交通事故に遭遇され，長い間の療養生活
の後に遂に去られた。
現在の研究テーマも従来と島まり変らず主に電子顕徴
鏡を使用した細胞組織の撤結構造である。現代の形態学
誌，たんなる形態でなく，組臆や小器宮の分画・単離，
抗体{乍裂による活性物質の島在性，各覆レセプPターの局
在部位等の細抱生物学的なアプローチを宗く用いる趨性
にある。当教室はそれらの最新の方法を応用しないわけ
ではないが，どちらかと云えば純形態におもきをおい
て，いわば保守的額向にある。おもな研究方向は生殖紹
麹の分化にともなう徴緯変化と，神経細島および、シナッ
プスに関する研究である。しかし臨床医学を最終目標と
している研究者には，その方面の主要器官の微細構造の
研究を進めている。電子顕徴鏡iこよる細胞組識の微細欝
造研究の歴史は，その研究方法の開発と人工産物をいか
になくすかとのたたかいであって，現在もそれが進行し
ている。 1975年以後，結抱摸内粒子の観察のための凍結
割断レプヲカ法が主な研究手段であったが，現在では，
無届定，無処理の新鮮結胞を氷の結晶が出来ないような
急速凍結法が開発されて，従来の方法による摸内粒子の
分者がどのように固定によって影響されているかをみな
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おす時期にきている。この方法による凍結置換法によっ
て，従来の超薄切片録もみなおす段階にいたっている。
研究室の人的構成のうち，昨今，他大学へ移ちれた方
方は，山内昭雄(東京大学教授)，高野一雄(東日本学
園助教授)，安澄文輿〈宮崎医大助教授，琉球大学教授
予定)，千葉遣 L道〈佐賀医大教授〉の方々がおられる。
長年技術職員としてつとめちれた豊田充技官は昭和56年 
4月に退議された。現在は永野俊誰〈教授)は Sertoli
細胞，とくにその結合装置と血液・精巣関門の研究，鈴
木二美枝〈講師〉は精巣上誌での詩子成熟にともなう形
態変化，丹田朋子(講師)はシナップス摸の動的変化，
外出芳郎〈助手〉は組抱糞性アクチン組糸等の研究，議
伺穂覆(助手〉は神経緯脂，とくに中枢知覚中継核の形
態を研究している。大学院の斉藤多紀子は腎粘摸上皮の
実験的再生と諺復の研究。そのほか臨床教室より吉原俊
雄，高林克日己が教室にいる。第2解剖教室と直接関係
は主主いが，医学部共詞の霊子顕微鏡の管理と研究助言を
行い，多数の研究者が医学部本館地下の電子顕徴鏡室を
装用している。これらの使清上の連絡と所見の発表をか
ねた「電子顕微鏡談話会」辻大学院カリキュラムの一環
として毎月 1司開催され， 10数年続いている。
第 2解説は幸運にも学部学生の教育とその研究目標が
ほぼ一致しているので，研究の結果をすぐに講義に反映
出来る。このことは，今日の解剖学講座では，その教育
と研究とが一致している方がむしろ少いと患われる。昭
和55年以来，軍学部本館の 1賠西劉 (1日一外科の医局，
実験室，教授室，図書室)tこ第2解器試金置し，組織学
実習室も一階で第2解剖と隣接している。その昔，児玉勝
利先生が同窓会設立に奮闘されたf教授室のとなりの室」
も内容は変ったが，関仕切等はそのままのこってお予，こ
こが現在は第2解部の研究室の中心となってお担ます。
第 2解剖学教室の最近のあゆみ辻，千葉大学涯学部の
電子顕徴鎮の歴史とともにあると思われ，電子顕微鏡の
第 1号があった前近に現在は医学部全部の電子顕微鏡
が集結している。
